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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ ＊ ＊ ＊

○
一般小売店［珈
琲］（経営者）

競争相手の様子 ・同業他社からのカフェ業態の出店件数が加速してき
た。大型店舗が大阪市内や周辺部で目立っている。

○
百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・９～10月の暑い時期に比べ、11月に入ってファッ
ションが好調に転じたことと連動して、食料品やリビ
ングも好転している。

○

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・インバウンド売上の減少傾向がほぼ一巡したほか、
今月中旬からの円安の進行により、購買客数が増加
し、当月の売上前年比は約４％減にとどまる見通し。
先月まで２けた減であった減収の動きが薄まり、全体
の景況がやや好転している。

○

百貨店（服飾品
担当）

販売量の動き ・気温の低下により、衣料品関連が11月に入ってよう
やく前年を上回る形となった。また、ネックウェアや
帽子、靴などのアイテムに関しても、前年比で103％
と回復し、３か月連続の前年割れは避けられた。化粧
品やアクセサリーなどのアイテムも引き続き好調を維
持しており、クリスマス商戦にこの状況が維持できれ
ば、秋の落ち込みをややカバーできる形になる。

○
百貨店（販売推
進担当）

来客数の動き ・来客数は確実に伸びてきている。気温の低下や、こ
れから寒くなるという予測により、冬物商材を求める
客の数が増えている。

○
百貨店（営業企
画）

お客様の様子 ・婦人服を中心に、防寒アイテムの動きが好転してき
た。強い節約志向がいったん底入れしたように感じ
る。

○

スーパー（経営
者）

単価の動き ・９月の天候不良の結果、農産物を中心に相場が高騰
し、単価が大きくアップした。これに伴い、冷凍野菜
やサラダなどの代替商品も大きく伸び、全体の単価を
引き上げた。ただし、調味料や日用雑貨、パンなどの
生鮮品以外の商品は日々の出費を抑えるため、少しで
も安い価格を求める傾向が強まっている。

○

スーパー（店
長）

販売量の動き ・気温の低下により、食品以外を中心に、前月の大幅
ダウンからやや持ち直した形となった。競合の激しい
地域なので、食品はチラシを打ち続けて、何とか昨年
の売上を維持している。

○

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・弁当類や麺類、総菜などの品質が良くなっており、
イートインコーナーでの飲食率が上がっているため、
スーパーへ行かずに、当店で買って帰る客が増えてい
る。

○

家電量販店（企
画担当）

単価の動き ・省エネ家電を中心に、高単価な冷蔵庫やドラム式洗
濯機が売れている。また、高齢化に伴い、暖房器具も
メンテナンスが簡便なエアコンにシフトしており、単
価アップが期待できる。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・行楽シーズンに合わせたキャンペーンやボーナス商
戦などは一過性の動きであるものの、毎年の傾向とし
て販売量の増加が期待される。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・平日の来客数が増加している。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・企業間の訪問の動きが活発化している。一方、朝の

通勤では若年層によるタクシーの利用が減少し、自転
車の利用が増えている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・インバウンドの効果が少しある一方、全体としては
購買意欲が低く、客単価も上がらない。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・節約が普通になっており、必要以上に購入しないた
め、客単価が伸びない。

□

一般小売店［時
計］（経営者）

来客数の動き ・来店客からは、今持っている物をどう活用するかと
いうことで、時計の修理やバンド交換の依頼が増えて
いる。新しく買うよりも、思い出や記念を大事にする
点は、使い捨てという言葉があった頃を考えると、大
きな気持ちの変化を感じる。また、若い人たちがレト
ロな時計をインターネットで購入し、修理をして使う
という時代の変化も感じる。当店が修理を頼める店と
して口コミで広がり、来店客が増えていることはあり
がたい。

□
一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

それ以外 ・売上でみると、ほぼ横ばい状態である。

家計
動向
関連

(近畿)



□

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

それ以外 ・悪くなってはいないと思うが、逆に年末に向けて盛
り上がっていく状況ではない。ギフトや年末へ向けて
の予約などもあまりみられない。牛肉の相場もここへ
きて上向いてきたものの、いつもよりもタイミングは
遅い。

□
一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・冬物衣料の動きが出てきた。ただし、高額な厚手の
製品の動きが悪く、消費者は慎重に買物をしている印
象がある。

□
一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・相変わらず飲食店関係が苦戦しているので、当店も
苦しい。特に、今月は野菜の仕入価格が高く、それを
納入店に価格転嫁できなかったため大変である。

□
一般小売店
［花］（店長）

販売量の動き ・９月の台風や豪雨の影響で、販売価格が高い。これ
に伴う買い控えで、販売量が良くない。

□

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月の前半は気温の低下に伴い、アパレルや防寒商
材の動きが良かったものの、中盤から後半にかけて失
速し、目標は達成できない見込みである。客は実用的
な商品は購入するものの、必要以上には購入しない。
また、客の財布のひもは一層固くなっており、購買単
価にも慎重さがみられる。数量、単価共に厳しい状況
にある。

□

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・気温の低下に伴い、今月は防寒衣料品が好調であ
る。一方、お歳暮の早期受注は前年を上回る勢いであ
るが、前倒し傾向に終わる可能性が高い。食料品や雑
貨の売上は相変わらず低迷している。

□
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・お歳暮の食品が不振で、ファッションでも重衣料の
動きがまだ鈍い。前年は悪かったが、それすらカバー
できていない。

□
百貨店（営業担
当）

単価の動き ・宝飾品や高級ブランド品など、200万円以上の高額
品は、昨年と同様に買上点数、金額共に好調である
が、美術品は落ち込みが大きい。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・気温の低下により、防寒商材に動きがあるものの、
必要以上に買物をしない節約志向が感じられる。ま
た、株高ではあるものの、高額商品の動きが伸び悩ん
でいる。

□

百貨店（売場マ
ネージャー）

販売量の動き ・秋冬物の実売期を迎え、集客イベントを立て続けに
実施することで、前年以上の集客となった。ただし、
買上率、単価共に振るわず、売上実績は前年比で１％
ほどの微増にとどまっている。

□

百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・月初の気温が低めで、婦人服を中心にファッション
関連が比較的好調に推移したものの、中盤からは天気
が崩れ、気温も上昇したため、減速気味である。一
方、食品は順調で安定している。さらに、インバウン
ド売上も厳しいものの、化粧品は依然として好調であ
る。時期や部門による好不調があるため、全体的には
あまり変わらない。

□

百貨店（販促担
当）

単価の動き ・冷え込みを感じるこの時期らしい気候になり、上旬
は防寒系アイテムに動きが出たものの、後半は失速し
ている。非常にシビアな消費傾向が続き、客単価が低
下しているほか、高額品の動きも落ち着いており、苦
戦している。

□

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・これまでの傾向に変化はなく、前年実績の確保に苦
戦している。寒気が早く到来したことで、婦人服は全
体的に好調となっているが、お歳暮のギフト商戦は苦
戦している。ただし、入店客数だけは前年実績を上
回っている。

□

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・宝飾品や海外ブランド品、高級時計などは売上が多
少回復してきているが、依然として婦人服の売上は低
迷している。気温もあまり下がらず、冬物商材が苦戦
している。

□
百貨店（マネー
ジャー）

お客様の様子 ・直近の動きでは、気温の低下やポイントアップ優待
などのカード施策が、売上増に直結していない。引き
続き、客の動きがつかみにくい状況が続いている。

□

百貨店（マネー
ジャー）

単価の動き ・11月は気温が低下し、冬物衣料の売行きが回復し
た。ただし、ブランドによる好不調の差が大きく、中
価格帯の衣料品は堅調である一方、高価格帯のブラン
ドが大きくマイナスとなっている。買上点数の減少は
続いているが、上昇していた客単価がマイナスに転じ
ている。最近の円安、株高傾向による消費の改善はみ
られず、消費の引き締め傾向が顕著に感じられる。



□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・新たな競合店による来客数の減少もあるが、それ以
上に近隣のディスカウント店へ顧客が流れている。
セール開催時に買物が集中する傾向も強まっている。

□

スーパー（店
長）

販売量の動き ・農産物の高騰により、食料品全体では売上が昨年並
みを維持しているが、農産物以外は前年割れとなって
いる。衣料品も、季節の変化に伴う需要で、実用衣料
品は好調であるが、依然として選別の目は厳しい。住
居関連品でも、大型家電の動きが引き続き鈍い。

□
スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・野菜相場の高騰による売上の増加が、鮮魚や衣料品
の不振をカバーする構図は変わっていない。

□

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・ここへきて気温も下がってきたが、今月中旬までは
暖かい日が続き、前年比では冬物関連商品の動きが良
くなかった。逆に飲料関連は良かったが、冬物商材の
マイナスをカバーするまでには至っていない。

□

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・野菜の高騰や気温の低下などの追い風もあり、売上
は一定の水準を保っている。しかし、消費者のマイン
ドは、ブラックフライデーなどの仕掛けが一部では有
効であるように、低価格指向が非常に強い。

□

スーパー（社
員）

単価の動き ・各店の売上は、生鮮食品の相場高もあって堅調に推
移している。来客数も天候にも恵まれて堅調である。
ただし、競合状況の厳しい店舗が多く、全体的には単
価の低下がみられる。

□
スーパー（管理
担当）

販売量の動き ・葉物野菜などの品不足は解消されつつあるが、かと
いって購買点数が増える傾向にはない。

□
コンビニ（店
員）

販売量の動き ・来客数、販売量共に変化がない。やはり客の購買意
欲は低いように感じられる。

□
コンビニ（広告
担当）

来客数の動き ・多少の上げ下げは毎日あるが、３か月前と比べて大
きな変動はない。

□
家電量販店（経
営者）

お客様の様子 ・家電製品の消費では、故障しない限り買換えない傾
向が強まっており、販売増につながらない。

□

家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・ボーナス前であるせいか、買い渋りが非常に目立
つ。来月はボーナス商戦にクリスマス、年末などがあ
り、売上は上昇する見込みであるが、期待はできな
い。

□
乗用車販売店
（営業企画）

来客数の動き ・11月に入って来店数が激減している。

□
乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・年末に向けてボーナス商戦に入っていくが、まだま
だ販売量が増えているとは感じられない。残りの時間
は限られてくるが、しっかりと販売していきたい。

□
住関連専門店
（店長）

お客様の様子 ・案件は順調に出てきているが、注文までに時間と手
間のかかる顧客が多い。効率が悪く、コストアップと
なるケースが増えている。

□

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・11月中旬から下旬にかけて、日によっては寒暖の差
がかなり大きくなったことから、インフルエンザが流
行している。それらの影響で、感冒薬やカイロ、ハン
ドクリームなどの動きが良くなっている。

□
その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・米国の大統領選後は株価が上がっているが、国内の
景気が良くなっているようには思えないため、しばら
くは今の状態が続く。

□
その他専門店
［宝飾品］（販

単価の動き ・円安が少しずつ進んできているが、販売価格の設定
を変えるのは容易ではない。

□

その他小売［イ
ンターネット通
販］（企画担
当）

お客様の様子 ・今まで比較的堅調であった食品も前年実績を下回る
状況で、顧客は購買に対して、より慎重になってきて
いる。

□

その他小売［イ
ンターネット通
販］（オペレー
ター）

販売量の動き ・カタログの発刊からしばらく経過しているため、
日々の受電数にばらつきがある。

□
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・12月を控えた時期ということで、例年どおり客の動
きは少ない。

□
高級レストラン
（企画）

来客数の動き ・宿泊単価はアップしているが、料飲施設の客数が伸
び悩んでいる。

□
一般レストラン
（企画）

来客数の動き ・来客数には少し回復傾向がみられるものの、一進一
退の印象がぬぐえない。地域別には、関西、西日本、
関東の順で、来客数の前年比が回復している。

□

その他飲食
［コーヒー
ショップ］（店
長）

来客数の動き ・来客数、単価は前年と変わらない。ポイントカード
を導入しても来客数に変動がなく、ポイント還元によ
る利益の持ち出しが負担になっている。



□

その他飲食［自
動販売機（飲
料）］（管理担
当）

それ以外 ・朝の気温は低いが、昼には上がるため、購買がホッ
ト商品になかなか移行しない。

□

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・11月は年間で最も繁忙期にあたるので、来客数は多
かったが、昨年に比べると団体客も少なく、全体とし
ては宿泊売上も減少した。また、付帯売上も前年を大
幅に下回っている。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・特に目立った行事がなく、ジリ貧の感覚がある。

□
観光型旅館（管
理担当）

お客様の様子 ・大型コテージの利用状況をみると、１泊のみの利用
が主流となっており、ここ数年は連泊での利用が減少
している。

□
観光型旅館（団
体役員）

来客数の動き ・２つの宿泊施設が３月から耐震工事に入っているた
め、街全体の景気の動きは、数字の上では悪化してい
る。

□

都市型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・米国の大統領選で共和党候補が当選し、株安、円高
になるとの予想に反し、株高、円安状態となったが、
景気の情勢は変わらない。今のところは様子見の感が
ある。

□

都市型ホテル
（管理担当）

来客数の動き ・引き続き、外国人観光客の宿泊に関しては好調に推
移している。ここしばらくの傾向として、中国人の訪
日客は、朝食ありの団体客から、朝食なしの個人客へ
と変わってきている。そのため、朝食収入は減少して
いる。

□
都市型ホテル
（総務担当）

来客数の動き ・11月の宿泊者の動向は、この２～３か月に比べて上
向いており、前年に近い売上が見込まれる。

□

都市型ホテル
（客室担当）

来客数の動き ・秋の行楽シーズンであるが、11月に入って急に寒く
なったことが影響しているのか、２名以上の利用客が
昨年実績を下回っており、ビジネス客と訪日外国人で
カバーしている状態である。

□
旅行代理店（店
長）

お客様の様子 ・客の来店が増えてこない。

□
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・個人消費の回復がなかなか進まず、景気回復の兆し
がみえない。

□

旅行代理店（役
員）

販売量の動き ・九州ふっこう割の利用により、国内旅行は若干伸び
たものの、海外旅行は相変わらず欧州方面が戻ってこ
ない。また、カニやクエ、かきなどの味覚やスキーな
どの季節商材も、前年を上回るほどではない。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・駅では雨が降れば利用が増えるが、ホテル周辺は以

前と変わらない動きである。
□ タクシー運転手 お客様の様子 ・客の乗車機会が順調に推移している。

□
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・客の受注状況に大きな変化はない。

□
通信会社（社
員）

販売量の動き ・今年は年末のテレビ需要が増えそうなので、例年よ
りも契約数が伸びると予想される。

□

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・来客数の落ち方が本当にひどいわけでもないもの
の、何とか持ちこたえているともいえず、厄介であ
る。レジャーは心とお金に余裕がないと楽しめないの
で、今の世間の動きを反映しているように感じる。

□ 美容室（店長） 販売量の動き ・良い商品が出たので、久々に売上が増えている。

□

その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・ゲーム売上が好調なこともあり、全アイテムに復調
の兆しがみられる。

□
住宅販売会社
（総務担当）

販売量の動き ・年末を控えて、秋口から受注が減少している。例年
のことなので、経営には織り込み済みである。

□

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

お客様の様子 ・現状は３か月前と変わらない。

□
その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・住宅展示場の来場組数は前年と同じぐらいである。

□

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・米国の大統領選後の円安、株高の影響からか、新築
マンションの市場では高額物件の客足が若干戻りつつ
ある。ただし、あくまでも短期的な動きのように感じ
られ、年明けから３月末までの年度内の動きは不安定
な状況である。



▲

一般小売店［菓
子］（経営企画
担当）

販売量の動き ・11月と８月の売上前年比を、各地区別に上位５店舗
の平均でみると、関西の11月は97.5％で、８月は
93.2％、関東の11月は84.9％で、８月は90.9％、中部
の11月は95.3％で、８月は105.3％、中国の11月は
101.7％で、８月は88.7％となり、各地区合計の平均
は11月が95.5％で、８月が93.7％となった。全体では
あまり変化がないようにみえるが、関東地区の落ち込
みが非常に大きい。ほかの地区では、先月と同様に中
国地区でプロ野球チーム優勝の影響がまだ残っている
が、一過性の動きであり、継続するものではない。

▲
一般小売店
［酒］（社員）

販売量の動き ・来客数は微減であるが、販売点数の減少が顕著であ
る。

▲

百貨店（マネー
ジャー）

それ以外 ・店頭売上の傾向は、価格に対するシビアな反応が続
いている。特に、中間層の生活防衛意識は強い。低所
得層の購買意欲も低下し、購入量、単価共に悪化して
いる。

▲
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・天候が急変して、ひきたてコーヒーがアイスから
ホットに変わり、販売量が落ちている。また、飲料水
も前年比で５％減少している。

▲
コンビニ（店
員）

お客様の様子 ・暑い時期に比べて飲料水などの売行きが悪くなり、
客単価が下がっている。プラス１品の購入も少なく、
買い控えている様子である。

▲
コンビニ（店
員）

販売量の動き ・急に冷え込み、アイス商品が売れず、飲料も伸びな
い。

▲

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・今月は少し寒い日もあったが、暖かい日も多かった
ため、来客数が少なかった。暖かい日があると売上が
減少し、結果として昨年よりも３割ほど悪化してい
る。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・昼の低価格の定食を始めたが、グループではなく１
人の客が多く、来客数の増加にはつながっていない。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・大型店舗よりも、常連客が中心の小型店舗の方が多
少にぎわっており、全体的に外食産業は下向きと感じ
る。急に寒さが増し、体調を崩している人が増えてい
ることも、不調要因の一つと考えられるが、経済的に
不安定な状況となっている。

▲
一般レストラン
（経理担当）

来客数の動き ・８～９月に比べると回復しているが、天候不順は続
いている。

▲

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・客は動いてはいるものの、価格にシビアになってい
る。単価を上げたにもかかわらず、予約は入っている
が、勢いがない。一度キャンセルになると、もう次の
予約が入らない。

▲
旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・円安の傾向が顕著になり、客の海外旅行マインドが
盛り上がらない。年末年始の日並びも、旅行に行くに
はあまり良くないため、予約の動きが停滞している。

▲
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・分譲マンションの集客数が減少傾向にある。ただ
し、少ないながらも、途切れずに来場が続いている。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・街を歩いている人に、老人と外国人観光客が目立
つ。

×

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・この夏は猛暑で、早い時期から暑くなったため、特
にエアコンの販売台数が増えた。ただし、夏以降はな
かなか寒くならなかったため、現在はあまり季節商材
が動かず、厳しい状態である。

×
競輪場（職員） 単価の動き ・今月の客単価は8,524円で、３か月前の10,053円か

ら急激に悪化している。

×
住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・新築、中古住宅共に、購入希望客が極端に減少して
きている。

◎
化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・電子部品関連製品の販売数量が、前年比で約12％増
加している。

○
出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・２～３か月前よりも、東京では受注量がやや増えて
きているように思う。特に、旅行関係のダイレクト
メール類の印刷物が増えてきている。

○
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・材料の値上げを控え、品種によっては値上げ前の確
保を狙う駆け込み需要的な動きがある。勝ち組と負け
組との企業格差も拡大してきている。

○
金属製品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・全般的に少し荷動きが良くなっている。

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・ここへきて、住宅地の開発に伴う無電柱化の依頼が
増えてきている。特に、関東方面が顕著である。

○
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・各ショッピングセンターでは、クリスマスのイルミ
ネーションや販促用の仕込みが始まってきている。

企業
動向
関連

(近畿)



○
経営コンサルタ
ント

それ以外 ・中規模から小規模の小売業者をみていると、ボーナ
スシーズンに向けて、少しにぎわいを取り戻してきた
ように感じる。

○

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・今月に入って気温が一気に低下したこともあり、駅
構内でも冬物商材が動き始めた。また、インバウンド
需要も前月に比べて大きく伸びており、特に土産物店
には大きな動きがみられる。

□
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・11月中旬からの気温の低下により、飲料水の売上が
少しずつ減っている。

□
食料品製造業
（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・９～10月の落ち込みからやや回復し、11月の売上は
前年を３％強上回っている。

□
繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・タオル産地では最需要期を迎え、受注量が前年比で
も増えているが、消費税増税前と比較すると微減であ
り、あまり盛り上がっているとは感じない。

□
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・季節的要因を考慮すると、変化はない。

□
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・住宅関連の製品の動きが鈍くなっている。２～３月
の繁忙期に向けて、徐々に受注が増える時期である
が、前月比では横ばいである。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・現在は大型プロジェクトが進んでいるが、そのほか
の通常取引はそれほど活発とはいえない。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・あまりにも早い円安で、先行き不透明さを感じてい
る。

□
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注が横ばいである。

□
輸送用機械器具
製造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・自動車産業からの受注に支えられ、売上は維持でき
ているものの、ほかの引き合いは具体的な受注に至る
案件が少ない。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・要望に対して、予算の少ない顧客がほとんどであ
る。

□
建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・官庁関係の入札が、激しい価格競争となってきてい
る。

□
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・販売先の動きが計画よりも遅れ出しているように感
じる。そのため、中小企業の資金繰りに乱れが生じて
いる。

□
金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・ここへきて年初の株価に戻ってきた感がある。しか
しながら、物価はむしろデフレに逆戻りの印象があ
る。今一つアベノミクスの効果が感じられない。

□

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・神戸から企業が撤退していき、企業の事務所や社宅
のニーズは相変わらず減っている。それによって事務
所の賃料が下がるほか、空室率の上昇にもつながって
いる。

□
新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・読者数や折込件数に大きな変動はなく、低い水準の
まま推移している。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・Ｗｅｂ広告、紙広告共に、前年の売上を下回ってい
る。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・広告では、先月に比べて大きな動きはみられない。
米国の大統領選による影響も、国内にはまだ出ていな
い。

▲

食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・今月も先月に続き、荷動きはあまり良くない。業務
用は安定しているが、家庭向けが思ったよりも伸びて
いない。野菜の高騰などが原因とも思われるが、全体
的に消費が減退している。

▲

繊維工業（総務
担当）

取引先の様子 ・経費をかけた消費者向け催事で集客が伸びず、売上
が減少し、利益が確保しにくくなっている。売上の確
保のために、催事には参加せざるを得ないが、経費の
負担も増えている。無理な販売が売価ダウンの要因に
もなっているため、商品の付加価値をアピールする形
での販売モデルを作る必要がある。

▲
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量や販売量の動きが気がかりである。とにかく
今月は３か月前に比べると悪い。

▲

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・エンドユーザーに直接販売する、小売業の売上停滞
が続いている。中でも複数の企業では、観光地の店舗
の売上が鈍化している。インバウンドによる売上増
は、もはや頭打ちと判断されており、今後の対応が検
討されている。

▲
コピーサービス
業（店長）

受注量や販売量
の動き

・以前に比べて受注量に勢いがなく、顧客側が買い控
えているように感じる。



▲
その他サービス
［自動車修理］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先からの注文件数が減っている。

▲
その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

取引先の様子 ・受注量と共に、引き合いも非常に少なくなってい
る。

×
電気機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・本来は活発に動く時期であるはずが、業界における
規制の問題で、設備更新に対して消極的になってい
る。

×
その他非製造業
［商社］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・年末の時期に照明関連の商材が全く動かない。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（支店長）

採用者数の動き ・凍結となっていたプロジェクトなどが動き出し、採
用数が増えている。

○
アウトソーシン
グ企業（管理担
当）

それ以外 ・今月は順調に仕事が入ったが、例年に比べるとあま
り変化はない。

○
民間職業紹介機
関（マネー
ジャー）

求人数の動き ・中小企業では、引き続き採用意欲が高い。

○
民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・年末に向けて求人が増加しており、求職者も少し増
えている。

○
学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・内定式を終えても、採用予定数を充足できていない
企業が多い。求人票の送付や持参が多くなってきてお
り、採用意欲も高い。

○

学校［大学］
（就職担当）

雇用形態の様子 ・欠員が２人出たため、急きょ募集を行ったが、今ま
でに比べて応募が集まらなかった。給与面などで折り
合わないことも多く、少し賃金相場が上がっているこ
とを実感している。

□

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・派遣業界では、年末、年度末特有の忙しさが出てき
ている。全般的には買手市場であり、特にＩＴ関連で
は、一定のスキルがあれば企業は即採用する傾向にあ
る。一方、一般事務は相変わらずハードルが高い。３
年問題を意識してか、スキルはもちろん、年齢の若い
人を選ぶ傾向がある。慎重な動きは相変わらずである
が、今後は年齢を一つのポイントとする傾向が、大き
な流れになってくる。

□
人材派遣会社
（役員）

求職者数の動き ・求職者の動きは、好条件の企業に集まる傾向にあ
る。条件に合わない企業は敬遠される傾向が顕著で、
売手市場の色彩が一層、強くなっている。

□
人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・年末や、来年３月までといった、期間限定の依頼が
増えてきているが、例年によくみられる現象であり、
特に増減は感じられない。

□
新聞社［求人広
告］（管理担
当）

求人数の動き ・年末を迎え、新聞求人も増加傾向にある。ただし、
景気上向きの兆候を示すような顕著な傾向ではなく、
新年を控えた例年どおりの季節変動と感じる。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新聞広告の推移をみても、年末商戦は例年どおりの
動きである。ＴＰＰ問題や米国の大統領選の影響が、
これからどう顕在化してくるのかを見守りたい。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・10月の新規求人数は、前年比で2.7％減少し、２か
月連続の減少となった。ただし、減少の主な要因は、
前年に飲食チェーン店の開店に伴う大量求人があった
反動であり、それを除くと求人数はほぼ横ばいとなっ
ている。求人数が増加している業種は、教育、学習支
援業、生活関連サービス、娯楽業、卸・小売業、情報
通信業、製造業などとなっている。管内事業所への景
況感に関するヒアリング結果では、普通との回答が多
い。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・近畿の新規求人数は前年比1.9％減と、17か月ぶり
に減少したが、求人数そのものをみると、今年度に
入って初めて15万人を超えており、高水準を維持して
いる。ただし、一部の企業では昨年よりも減少してい
る例もみられる。天候不順などで、百貨店、スーパー
の販売額が減少し、募集のタイミングを見計らう動き
がある。

□

職業安定所（職
員）

それ以外 ・引き続き有効求人倍率は好調に推移しているが、特
に人出不足が心配される福祉関係の求人が増えている
反面、求職者は減少しているため、景気が上向きとは
感じられない。

雇用
関連

(近畿)



□
民間職業紹介機
関（営業担当）

求職者数の動き ・新卒学生の内定状況が例年よりも良い。まだしばら
くは良い状態が続きそうだと考える。

□
学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・大卒の新卒採用では、内定状況が昨年と比べて良い
水準となっている。

▲

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・３か月前に比べて、新規求職者数は5.0％増加、新
規求人数は18.2％減少しており、新規求人倍率は0.53
ポイント低下している。また、新規求人数がここ３か
月連続で減少していることからも、従来から良好で
あった雇用環境に一服感が出てきたと感じられる。た
だし、就職件数は17.8％増加しており、新規就職率は
上昇した。産業別の新規求人数では、卸売業が増加し
ている以外、ほぼ全ての業種で減少している。特に、
建設業、小売業、宿泊業は、40～50％の大幅な減少と
なっている。

▲
民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・建設部門を中心とした日雇い求人数が、前年を少し
下回る傾向となっている。

× － － －
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